


１．５Ｇの基本コンセプト

 ５Ｇは、「超高速（eMBB）」、「多数同時接続（mMTC）」、「低遅延・高信頼（URLLC）」

など、様々なユースケースに対応可能な高度な柔軟性を有するＩｏＴ基盤

 いつでもどこもでも、どのようなアプリケーションにも、あらゆる利用シーンでユーザが

満足できる、エンドツーエンドの品質を提供

 あらゆる利用シーンにおいて、多様かつ変動の大きなエンドツーエンド品質を柔軟

に提供できる能力「究極の柔軟性（Extreme Flexibility）」を有する

 多種多様な要求条件に応じ、必要な場所に適切な機能を持つネットワークを展開

 ５Ｇの活用により、産業構造を変化

 新たなビジネス創出に向けて、業界を超えたエコシステムの構築が必要

 産業横断のオープンイノベーションにより、社会価値を創造

 各産業における各サービス事業者が要望する機能を、簡単かつスピーディに提供

することで、新世代のサービス創出に貢献

 オープン＆コラボレーション型のネットワークへ進化

 パートナー企業と新たなサービスを提供するＢ２Ｂ２Ｘモデルを推進
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２．５Ｇのサービスイメージ・社会実装の推進

 バーティカル産業との連携が不可欠

 ヒアリングを行ったバーティカル産業

警備（綜合警備保障）、自動車（トヨタ自動車）、観光・交通（東武鉄道）、建設（大林組）

 ５Ｇのサービス例

（eMBB） VR/ＡＲ、自由視点映像、高臨場感、超高密度トラヒック（スタジアム）、高精細画像の警備活用 等

（mMTC）スマートシティ/スマートホーム、スマートメータ―、センサー、ウェアラブル、物流管理 等

（URLLC）スマート工場、遠隔制御（ロボット、ドローン等）、スマート農業、遠隔手術、交通管理 等

 農業、観光、建設等の分野への導入による地域活性化・地方創生が期待

 自動車分野への適用（セルラーV2Xの議論が活発化）が期待

 グローバル市場におけるパーソナライゼーションを意識すべき

 これまで以上に５Ｇの周知・啓発が必要

 労働人口の減少（人手不足）、労働生産性の向上への対応

 ５Ｇ導入を進めるため、バーティカル産業と連携した実証実験を推進すべき
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３．5Gのネットワーク構成

 ５Ｇの迅速な導入を可能とするため、既存周波数帯のLTEと５Ｇ用周波数帯の新たな

無線アクセス技術（New RAT）を組み合わせたNSA構成（Non Stand Alone）が検討

 仮想化技術（ネットワークスライシング、SDN）を導入し、サービス毎に最適なネット

ワークを提供

 データ発生源の近くにサーバを設置するモバイル・エッジ・コンピューティングにより、

伝送距離やネットワークによる低遅延を実現

 既存周波数帯で制御信号（C-Plane）を、５Ｇ用周波数帯でユーザデータ（U-Plane）

を伝送する（C/U分離）ことで、高信頼かつ高速・大容量を実現

 ５Ｇの新たな無線アクセス技術として、様々なユースケースや将来の拡張に

柔軟に対応することができる統一的な無線インターフェースが検討

 無線だけでなく、フロントホール/バックホール、モバイル・エッジ・コンピューティング

など、エンド・エンドの低遅延実現には、ネットワーク全体で対応することが必要

 ユースケースに応じて周波数を使い分ける必要

（例）8K映像の超高速伝送には28GHz帯を、カバレッジ確保には1GHz以下の周波数帯を、低遅延IoTや

高速伝送には6GHz以下の周波数帯を活用

3

＜20＞





＜22＞









＜26＞



４．５Ｇ実現に必要となる周波数

 国際標準化の加速や装置開発の促進等を図るため、

周波数帯毎に割当時期を明記した周波数割当ロードマップを明確化することが必要

 ５Ｇの早期実現に向けて、

５Ｇ用周波数帯（3.6GHz帯、4.5GHz帯、28GHz帯）を早期に割り当てるべき

 共用検討の結果、地域制限等があっても全ての周波数帯を割り当てるべき

 5G用周波数を早期に割り当て、我が国が国際的な周波数調和をリードすべき

 超高速通信用に、広帯域の割り当てが期待される28GHz帯の活用が検討

 日本独自の周波数とならないよう、主要国・地域との連携を進め、

5G用周波数の国際調和を推進すべき

 ＷＲＣ１９の候補帯については、低い帯域から検討を進めるべき

 周波数逼迫対策やIoTなど４Ｇ上の新たなアプリケーションへの対応等のため、準備

でき次第、1.7GHz帯、2.3GHz帯、2.6GHz帯、3.4GHz帯を割り当てるべき
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５．4Gから５Ｇへの進展シナリオ

 5G導入当初は、既存周波数帯のLTEと５Ｇ用周波数帯の新たな無線アクセス技術

を組み合わせたNSA構成が想定

 ５Ｇの導入が進展した上で、5Gの無線アクセス技術単独となるSA構成を導入

 当面、LTEベースのコアネットワークを活用

 当面、eMTC、NB-IoT等の技術で多数同時接続（mMTC）を実現

 無線技術だけでなく、モバイル・エッジ・コンピューティングや、５Ｇコアネットワークの

導入等により、有無線を含めたネットワーク全体で低遅延・高信頼を実現

 本格的な5Gの普及展開に向けて、仮想化技術（SDN、ネットワークスライシング）を

導入した５Ｇコアネットワークを導入

 現在のハードウェアをベースに、ソフトアップグレードで対応するなど、

低コストで５Ｇへの移行を目指す
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６．その他

 膨大な素子数を前提としたアクティブアンテナの測定方法等の検討が必要

 ６ＧＨｚ超の周波数帯における電波防護に関する関連制度について、

早期に検討を進めるべき

 3GPPリリース16以降の「５Ｇ＋（プラス）」にも目を向けるべき
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